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古
典
教
室
第
４
回
・
第
５
回
レ
ジ
メ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

不
破 

哲
三 

 
 

第
二
課 

マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
・
序
言
』 

  
 
 
 

第
一
日
（
５
月
１
０
日
） 

★
第
一
課
の
学
習
内
容
に
照
ら
し
て
、
原
発
災
害
を
考
え
る 

 
 

１
、
三
十
五
年
来
の
国
会
質
問
の
記
録
か
ら 

 
 
 
 
 

日
本
の
原
子
力
行
政
の
現
状
と
問
題
点 

 
 

２
、
こ
の
問
題
を
見
る
三
つ
の
角
度 

 
 
 
 
 

「
安
全
神
話
」
と
利
潤
第
一
主
義 

 
 
 
 
 

「
ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義
」
の
典
型 

 
 
 
 
 

政
治
の
責
任
―
―
歴
代
自
民
党
政
治
と
民
主
党
政
権
が
と
も
に
問
わ
れ
て
い
る 

★
第
二
課 

『
経
済
学
批
判
・
序
言
』 

 
 

１
、
学
習
の
主
題
―
―
史
的
唯
物
論
。 

 
 
 
 
 

科
学
的
社
会
主
義
の
社
会
観
を
つ
か
む
こ
と
。 

 
 
 
 
 

歴
史
論
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
現
在
の
社
会
を
ど
う
見
る
か
が
中
心
。 

 
 

２
、
な
ぜ
『
経
済
学
批
判
・
序
言
』
を
学
ぶ
か
。 

 
 
 
 
 

『
経
済
学
批
判
』
（
一
八
五
九
年
）
と
は
。
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
最
初
の
著
作
。 

 
 
 
 
 

「
序
言
」
は
そ
こ
で
自
分
の
社
会
観
の
基
本
を
ま
と
め
て
書
い
た
。
全
著
作
の
中
で 

 
 
 
 
 
 
 

唯
一
の
も
の
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
そ
の
社
会
観
に
い
た
る
思
想
経
歴
の
自
己
紹
介
を
書
い
た
。 

 
 

３
、
マ
ル
ク
ス
の
自
己
紹
介
を
読
む
。 

 
 
 
 
 

革
命
家
と
し
て
の
自
己
紹
介
を
補
っ
て
読
む
。 

 
 
 
 
 

資
料
の
年
表
を
参
考
の
こ
と
。 

  
 
 
 

第
二
日
（
６
月
７
日
） 

★
第
二
課 

『
経
済
学
批
判
・
序
言
』
（
続
き
） 

 
 

４
、
日
本
で
は
歴
史
観
の
変
革
が
二
度
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

戦
前
。
野
呂
栄
太
郎
と
『
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』 

 
 
 
 
 

戦
後
。
１
９
４
５
年
、
言
論
・
思
想
の
自
由
の
獲
得
以
後
。 

 
 

５
、
日
本
史
の
あ
ら
ま
し
を
頭
に
お
い
て
お
こ
う
。 

 
 

６
、
マ
ル
ク
ス
の
定
式
を
読
む
。 

 
 
 

定
式
（
一
） 

生
産
力
と
生
産
関
係
。 

 
 
 

定
式
（
二
） 

経
済
的
土
台
と
上
部
構
造
。 

 
 
 

定
式
（
三
） 

社
会
革
命
の
時
代
。 

 
 
 

定
式
（
四
） 

革
命
の
時
代
の
土
台
と
上
部
構
造
。 

 
 
 

定
式
（
五
） 

経
済
的
社
会
構
成
体
。
そ
の
交
替
の
法
則
性
。 

 
 
 

定
式
（
六
） 

人
類
社
会
の
歴
史
。
「
前
史
」
か
ら
「
本
史
」
へ
。 
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マ
ル
ク
ス
の
経
歴
年
表 

  
 

経
済
学
研
究
の
面
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

革
命
運
動
の
面
で 

１
８
３
５
～
４
１
年 

大
学
時
代
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学 

 
 

に
熱
中
。 

４
２
年
～
４
３
年
３
月 
「
ラ
イ
ン
新
聞
」
で
活
動
。 

 

４
２
年
～
４
３
年 

プ
ロ
イ
セ
ン
の
反
体
制 

 
 

農
民
と
地
主
や
政
府
と
の
関
係
、
貿
易
問
題
な
ど 

 
 

派
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
「
ラ
イ
ン
新 

 
 

の
論
説
で
、
「
物
質
的
な
利
害
関
係
」
の
問
題 

 
 

 

聞
」
創
刊
の
計
画
に
最
初
か
ら
関
与
、
最 

 
 

に
取
り
組
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
は
寄
稿
者
と
し
て
、
４
２
年
１
０
月
以 

 
 
 

共
産
主
義
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
を
始
め
る
こ 

 
 

後
は
主
筆
と
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
専
制
政 

 
 

と
を
紙
上
で
宣
言
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
批
判
の
論
陣
を
張
る
。
４
３
年
３
月
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弾
圧
と
社
の
屈
従
に
抗
議
し
て
編
集
部
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

去
る
。 

４
３
年 

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
的
研
究
に
取
り
組 

 
４
３
年
１
０
月 

プ
ロ
イ
セ
ン
の
検
閲
に
拘 

 
 

む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

束
さ
れ
な
い
場
所
で
雑
誌
を
刊
行
す
る
計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
で
パ
リ
に
移
り
、
『
独
仏
年
誌
』
の
創 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刊
を
準
備
す
る
。
パ
リ
で
、
正
義
者
同
盟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
始
め
、
社
会
主
義
者
や
労
働
者
の
結
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
の
交
流
が
始
ま
る
。 

４
４
年
２
月 

『
独
仏
年
誌
』
に
論
文
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法 

 
 

哲
学
批
判
序
説
」
を
発
表
。
同
誌
に
エ
ン
ゲ
ル
ス 

 
 

が
寄
稿
し
た
「
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
」
に
衝
撃 

 
 

を
受
け
、
経
済
学
の
研
究
を
始
め
る
。 

 
 
 
 
 

４
４
年
４
月 

プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
、
『
独 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
年
誌
』
の
論
文
を
理
由
に
「
反
逆
罪
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不
敬
罪
」
で
マ
ル
ク
ス
を
告
発
。 

 

８
月
～
１
１
月 

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
共
同
作
業
で
、
『 

 
 

聖
家
族
』
を
執
筆
（
４
５
年
２
月
刊
行
）
。
社
会
主 

 
 

義
と
唯
物
論
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
５
年
２
月 

プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
圧
力
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
け
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
、
マ
ル
ク
ス
を
パ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
か
ら
追
放
す
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転
。 

４
５
年
１
１
月
～
４
６
年
夏 

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
共
同
し
て 

 
 

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
を
執
筆
。
史
的
唯
物 

４
６
年
春
。
各
国
の
社
会
主
義
者
や
労
働
者 

 
 

論
と
共
産
主
義
革
命
論
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
。 

 

団
体
と
の
交
流
を
強
め
る
た
め
、
ブ
リ
ュ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

ッ
セ
ル
に
共
産
主
義
通
信
委
員
会
を
設
立
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
７
年
１
月 

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
、 
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正
義
者
同
盟
に
加
盟
を
要
請
さ
れ
る
。
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
の
大
会
で
共
産
主
義
者
同
盟
と
改
名
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

そ
の
第
１
回
大
会
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
参
加
。 

４
７
年
９
月 
マ
ル
ク
ス
、
新
聞
に
「
自
由
貿
易
」
問 

 
 

題
の
論
説
を
発
表
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
７
年
１
１
～
１
２
月 

共
産
主
義
者
同
盟
第 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
回
大
会
。
マ
ル
ク
ス
も
出
席
。
討
論
の
結 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

果
、
大
会
は
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
を
受
け
入
れ
、
同
盟
の
綱
領
の
起
草
を
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
に
委
嘱
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
８
年
１
月 

『
共
産
党
宣
言
』
執
筆
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
月 

フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
で
革
命
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
月 

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
革
命
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ド
イ
ツ
に
帰
国
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
月
～
４
９
年
５
月 

ラ
イ
ン
州
ケ
ル
ン
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
新
ラ
イ
ン
新
聞
」
を
発
行
（
主
筆
は
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ク
ス
）
。
民
主
主
義
革
命
の
勝
利
の
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
に
奮
闘
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
９
年
８
月
に
マ
ル
ク
ス
、
１
１
月
に
エ
ン
ゲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ス
が
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
。
共
産
主
義
者 

５
０
年
９
月 

大
英
博
物
館
を
拠
点
に
経
済
学
の
研 

 
 
 

同
盟
を
再
建
し
て
活
動
す
る
が
、
５
２
年 

 
 

究
を
再
開
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
月
、
同
盟
を
解
散
す
る
。 

５
１
年
１
０
月 

ア
メ
リ
カ
の
日
刊
紙
「
ニ
ュ
ー
ヨ 

 
 

ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
」
の
依
頼 

 
 

を
受
け
て
、
国
際
論
説
の
寄
稿
を
開
始
。 

５
７
年 

経
済
学
の
著
作
の
最
初
の
草
稿
『
五
七~

 

 
 

五
八
年
草
稿
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
。 

５
９
年 

『
経
済
学
批
判 

第
一
分
冊
』
を
刊
行
。 


